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生物は進化の過程、すなわち「突然変異による多様性発現」と「自
然選択」を繰り返すことで、高度な触媒機能をもつ酵素を創出し
てきました。指向性進化法とは、このような生物進化のサイクル
を模倣し、人為的に酵素の改良を行う遺伝子工学的手法です。本
研究では、この指向性進化法を応用し、非天然の遷移金属錯体を
補因子とする人工金属酵素を創製することをめざしています。持
続可能な社会の実現にむけ、酵素を利用した化学合成プロセスに
注目が集まる中、本研究は酵素の反応適用範囲を拡張する革新的
な技術となることが期待されます。
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応用分野 有機合成化学分野、バイオプロダクション分野
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